
- 62 -

文章の展開に即して的確に要約する力

をはぐくむ指導の工夫
－「ステップアップカード」「要約シート」の活用を通して－

特別研修員 宮前 嘉則 （桐生市立境野中学校）

《研究の概要》

本研究は、説明的な文章を読むことの学習において、「ステップアップカード」や「要

約シート」を活用させることで、文章の展開に即して的確に要約する力をはぐくもうとす

るものである。「ステップアップカード」で要約する際の注意点を小段階で意識し、「要約

シート」で文章全体の構成をとらえる。これらを組み合わせることで、読み取りの過程を

実感させ、文章全体の構成を考えながら、的確に要約する力を身に付けていこうとした。

○ はじめに

本校の生徒は、学級新聞を定期的に発行したり、

短学活のスピーチや弁論大会で自分の意見を進ん

で発表したりと、自己表現しようとする場面が多

い。しかし、説明的な文章の学習で、文章の内容

に関する自分の意見を求められる場合、進んで発

表する生徒は、他の活動の時間に比べて少ない。

アンケートによると、説明的な文章の学習を楽し

いと感じる生徒は少なく、中でも要約や要旨を考

える学習に抵抗を感じていることが分かった。文

章の内容が正確に読み取れなければ、自分の意見

をもつことも難しくなるであろう。

また、平成16年度学力向上フロンティアスクー

ルの研究で、「説明的な文章を読み、自分の意見

をもつ」ことをねらいとした学習活動の実践を行

った。その際、言語感覚を豊かにするためには文

章の内容を正確に読み取る力が必要であることが

明確になったが、文章を読み取る方法をどのよう

に身に付けさせるかが課題となった。

今まで行ってきた説明的な文章の学習では、教

材文の内容を教えることが中心になってしまい、

キーワード探しや要約の方法を、生徒任せにして

しまうことが多かった。文章を読み取る方法の指

導があいまいであったことが、正確に読み取る力

を不十分なものにしてしまったと考える。

中学校学習指導要領国語「Ｃ読むこと」の第１

学年の指導事項イには「文章の展開に即して内容

をとらえ、目的や必要に応じて要約すること」と

ある。要約する力は、内容や要旨の理解を確かな

ものにするために必要な力であり、その力をはぐ

くむためには、文章の展開に即して文章の内容を

正確にとらえることが大切である。そこで、キー

ワード、段落相互の関係や役割に着目し、文章の

展開に即して内容を読み取り、的確に要約する力

を身に付けていこうと考えた。

本研究では、文章の展開に即して的確に要約す

る力をはぐくむために、説明的な文章の学習を通

して、「ステップアップカード」と「要約シート」

を活用することにした。「ステップアップカード」

は、ヒントの内容を順次ステップアップさせるこ

とで、要約する際の注意点を小段階で意識させる。

このカードの活用により、身に付けた力を利用し

たり、次のステップに挑戦したりしようとする意

欲も高められると考えた。

また、「要約シート」には、段落構成図を確認

して、それぞれの「ステップアップカード」を貼

っていく。文章の構成を意識することで、段落相

互の関係や役割を考える必要性も理解できる。

さらに、「要約シート」と「ステップアップカ

ード」との組み合わせにより、文章を読み取る過

程が一目で分かり、考えの深まりを実感すること

になる。このことは、教材文の内容理解だけにと

どまらず、さまざまな文章を読む際に役立つもの

になると考える。

以上のことから、説明的な文章を「読むこと」

の学習において、「ステップアップカード」「要

約シート」を活用することが、文章の展開に即し

て的確に要約する力をはぐくむために有効である

と考え、本主題を設定した。

群 G01 - 03

教

セ 平18.234集



- 63 -

Ⅰ 研究の概要

１ 基本的な考え方

文章の展開に即して的確に要約することについて

文章の展開に即して的確に要約するとは、文章

の内容を正確に読み取り、筆者の意図・要旨を踏

まえ、できるだけ簡潔にまとめることである。文

章の内容を正確に読み取るためには、キーワード

に着目した読み取りが必要となる。ここでいうキ

ーワードとは、文章中に繰り返し使われている語

句や、形式段落を意味段落にまとめる際に手がか

りとなる語句であり、文章の内容をとらえる上で、

重要な役割をする語句のことである。文章を読み

取る際、キーワード探しを繰り返し行うことは、

文章の内容を正確にとらえ、的確な要約をするこ

とにつながる。

筆者の意図や要旨を踏まえ、表現をできるだけ

簡潔にまとめるためには、キーワードを含むキー

センテンスを中心に、字数を意識し、修飾してい

る言葉の必要の有無を考えることになる。つまり、

文章を読む際に、文章の中心の部分と付加的な部

分の読み分けをするなど、細部にまで注意を払う

ことになる。

このように要約する際に意識するべきことを、

本文中に印を付けたり、ワークシート上に書き込

んだりして、読み取りの能力を身に付けさせるこ

とは、生徒任せに行ってきた読み取り方を改善す

ることになる。

２ 研究の内容及び方法

(1) 研究の内容

① 研究の手立て

ア 「つかむ」過程において、何度も出てく

る言葉や段落のはじめの言葉、指示語や接

続語などを意識し、文章の展開をとらえる

ことで、キーワードを探したり、段落相互

の関係や役割を考えたりすることが重要で

あることを再確認し、要約の際に意識して

いく必要があることに気付くようにする。

イ 「追求する」過程において、要約する能

力をスモールステップで積み重ねる「ステ

ップアップカード」を提示して、それぞれ

の意味段落の要約をしていくことで、キー

ワードや段落相互の関係や役割を意識しな

がら要約する力を身に付けるようにする。

ウ 「まとめる」過程において、意見交流会

で互いの要約をアドバイスし合ったり、「ス

テップアップカード」を貼り合わせた「要

約シート」を活用して、学びの過程を振り

返り、要約する際の注意点を考えたりする

ことで、文章の内容に即して的確に要約で

きる力を身に付けるようにする。

② 「ステップアップカード」「要約シート」の活用に

ついて

的確な要約をするために、「ステップアップカ

ード」と「要約シート」を活用することにした。

「ステップアップカード」は、①キーワードに

着目する、②キーセンテンスに着目する、③文の

中心の部分と付加的な部分の読み分ける、④制限

字数を考える、というようなカードを用意し、ス

モールステップで要約

する力を身に付けさせ

る。これらにより、的

確に要約をする能力が

段階的に積み重ねられ、

深まりが期待できる。

また、提示しやすい形

なので、意見交流会に

おいても、中央に置い

て全員で見ることがで

き、アドバイスもしやすくなるため、いろいろな

意見を吸収した後、推敲することができる。その

上、各生徒の学びに応じて、生徒への支援も行い

やすくなる。

「要約シート」は、それぞれの「ステップアッ

プカード」を貼り合わせる。全体の構成に応じて、

「はじめ」「なか」「終わり」の３枚を配布し、

最終的につなげて一枚のシートにする。問題提起

と筆者の主張を先に押さえ、大きな枠をつかむこ

とで、具体的な事例がどのように書かれているか

を考えやすくするため、「はじめ」「終わり」「な

か」の順に要約を行う。最終的に、「ステップア

ップカード」と「要約シート」を組み合わせるこ

とで、要約することと段落相互の関係や役割を意

識することのつながりが理解できる。また、文章

を読み取る過程が一目で理解でき、考えの深まり

や学習の成果を実感することで、生徒の学習意欲

の高まりが期待できる。
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(2) 研究の方法

① 授業実践計画

対 象 桐生市立境野中学校 １年１組 35名 実施期間 平成18年10月下旬（６時間）

題材名 「未来をひらく微生物」（光村図書 １年）

② 抽出生徒

Ａ 説明的な文章を読む際、文章構成やキーワードのとらえ方があいまいであり、文章の内容が正確に

(女) 理解できていない。言葉に意識して文章構成を考えさせた上で、形式段落を要約することでキーワー

ドについての理解を定着させ、的確な要約をするために役立つ語句であることに気付かせたい。

Ｂ 説明的な文章を読むことを得意とし、キーワード探しや文章構成のとらえ方について理解している。

(男) ただ、要約の学習に苦手意識をもっているので、スモールステップで要約する方法を理解させる中で、

的確な要約をする方法を見付けさせ、自分なりに考えた言葉で分かりやすくまとめさせたい。

(3) 題材の考察と目標、評価規準

本題材「未来をひらく微生物」は、普段その存在を気にすることのない微生物について、その働きと、

それがもたらす環境改善への大きな可能性を述べ、生命への新しい視点をもたせる説明的な文章である。

この文章は18の段落からできており、大きく３つのまとまりに分けられる。微生物とその働きについ

考 て述べる「序論」、環境問題の解決策として、微生物を利用する２つの試みについて述べる「本論」、そ

して、筆者の主張を述べる「結論」というはっきりとした構成になっている。さらに、「まず」「そこで」

「だが」などの接続語、「このように」「これらの」といった指示語が、段落のはじめに使われているの

で、それらの言葉に着目することで、問題提起の内容なのか、具体的な例の提示なのか、段落相互の関

係や役割がつかみやすく、文章の構成が理解しやすい。

察 また、「微生物」「分解」「生分解性プラスチック」「環境」などの重要語句が文章中に繰り返し使われ

ているので、キーワードとして見付けやすく、「病気の人に、栄養のある食事をとらせ、……と似ている。」

「病気にかかったとき、……と似ている。」というように微生物による環境回復の仕組みを人間の健康回

復の仕組みにたとえるなど、内容をより具体的に分かりやすく説明するための工夫が随所に書かれてい

るので、生徒が日常生活に置き換えてイメージすることができる。

目 キーワードや段落相互の関係に着目して文章の構成を正確にとらえ、「ステップアップカード」や「要約シ

標 ート」の活用や意見交流をすることで、文章の展開に即して的確に要約する方法を考える。

国語への関心・意欲・態度 読 む 能 力 言語についての知識・理解・技能

評

○学習目標をつかみ、本文 ○文章の展開に即して、文章の構成やキーワ ○接続詞や指示語、接続詞と

価 を文章構成に注意して読 ードやキーセンテンスを正確にとらえ、適 同じような働きをもつ語句

み、よりよい要約をする 切な言葉を選択したり内容を整理したりし に注意し、段落の役割や段

規 方法を考えようとしてい て、的確に要約している。 落内の各文の接続関係など

る。 ○要約する時に注意する点について、具体的 を考えて読んでいる。

準 な方法を見付け出し、自分なりに考えた言

葉で分かりやすくまとめている。



- 65 -

(４） 指導と評価の計画（全６時間）

時間 学 習 活 動 学 習 へ の 支 援 評 価 項 目

１ ○初読の感想から大 ○「学習プラン表」を提示し、学習目標や単位 (関)学習目標をつかみ、文章

まかな内容をつか 時間ごとの学習活動を知らせ、学習の見通し を読んで分かったことを

み、文章全体の構 を大まかにもたせるようにする。 発表したり、言葉に着目

成（三つのまとま ○初読後、分かったことをノートに箇条書きさ して文章構成を考えたり

り）を考える。 せ、内容の概要をつかめるようにする。 しようとしている。

○形式段落を確認し、段落のはじめの言葉（指 (言)接続詞や指示語、接続詞と

示語や接続語）や、何度も出てくる言葉など 同じような働きをもつ語句

をキーワードとして「本文シート」に線を引 に注意し、段落の役割や段

き、文章全体の構成を考えさせることで、「要 落内の各文の接続関係など

約シート」の意識付けをする。 を考えて読んでいる。

２ ○ 第 一 の ま とま り ○キーワードである「微生物」を文末に置き、

（はじめ）の要約を 形式段落ごとに20字以内で要約させる。

行い、微生物の働 ○各形式段落の要約を参考に、60字以内で要約 (読)形式段落ごとの要約を参

きを読み取る。 させる。キーワードを意識させることに重点 考に、「微生物」というキ

をおいた「ステップアップカード」を用意し、 ーワードに着目して、意

要約した際の注意点を記入した後、「要約シ 味段落の要約をしている。

ート」に貼るように促す。

３ ○ 第 三 の ま とま り ○形式段落⑰⑱から、それぞれ重要文（キーワ (読)２つのキーセンテンスを

（終わり）の要約を ードを含むキーセンテンス）を選び、60字以 選び、適切な言葉を選択

行い、筆者の提言 内で要約させる。キーセンテンスを短くまと し内容を整理しながら、

をまとめる。 めることに重点をおいた「ステップアップカ 筆者の提言を要約してい

ード」を用意し、要約した際の注意点を記入 る。

した後、「要約シート」に貼るように促す。

４ ○第二のまとまり（な ○「要約シート」を基に、第一と第三の内容を (読)キーワードやキーセンテ

か）の要約を行い、 確認させ、筆者の考えの進め方を考えさせな ンスに着目し、字数を意

筆者が述べる具体 がら、第二のまとまりの具体的な試みについ 識して言葉を整理しなが

的な試みを読み取 て、60字以内で要約させる。その際、字数制 ら、筆者が述べる具体的

る。 限を意識させることに重点をおいた「ステッ な試みを自分なりに要約

プアップカード」を用意する。 している。

５ ○第二のまとまりを ○各自が要約した「ステップアップカード」を (関)自分と他の要約を比較し、

要約した「ステッ 基にして、３～４人のグループでの意見交流 よりよい要約になるには

プアップカード」 を行い、アドバイスし合わせる。 どうすればよいかを考え

を基に、意見交流 ○意見交流の場では、具体的な試みはいくつあ ようとしている。

を行い、各自の要 るか、キーワードやキーセンテンスは何か等 (読)文章の展開に即して、文

約を推敲する。 の確認ができるよう、机間指導する。 章の構成やキーワードや

○グループでの意見交流で出されたアドバイス キーセンテンスを正確に

を基に、自分の要約した文を推敲し、「要約シ とらえ、内容を整理して、

ート」に貼るように促す。 的確に要約している。

６ ○学習を振り返り、 ○文章を読み返し、「ステップアップカード」が (読)今までの学習を振り返り、

的確な要約の方法 すべて貼られた「要約シート」に目を通し、 説明的な文章を的確に要

をまとめる。 説明的な文章を要約する時の注意点（方法） 約する時の方法について、

は何かについて、自分の言葉でまとめさせる。 自分なりに考えた言葉で

○まとめとして、「学習プラン表」に自己評価 まとめている。

と感想を書くようにする。

【
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Ⅱ 実践の概要

ア キーワードや段落相互の関係や役割に着

目することが要約する際に意識していく必要

があることに気付くために、何度も出てくる言

葉や段落のはじめの言葉、指示語や接続語

などを意識して文章を読む活動

一読後、形式段落を確認し、何度も出てくる言

葉や段落のはじめの言葉など、文章の内容をとら

えるために必要だと思う言葉に印を付けさせた。

何度も出てくる言葉として、ほとんどの生徒は、

すぐに「微生物」を挙げた。印を付けていく中で、

⑦段落から⑫段落では、「微生物」があまり見ら

れなくなり、その代わりに、「プラスチック」が

見られることに気付いた生徒もいた。段落のはじ

めの言葉として、「このように」「まず」「だが」

「そこで」「次に」「第一の方法は」「もう一つの

方法は」「これらの方法は」に印を付けた。

その後、印を付けた言葉を意識させながら、文

章全体の構成（【はじめ】【なか】【終わり】）を問

うと、「まず」「次に」に着目して、「この部分が具

体的な例の説明だ」と気付く生徒が多かった。し

かし、【なか】のはじまりと終わりの段落を見付け

るのを難しいと感じた生徒もいた。

資料１ 抽出生徒Ａの「本文シート」

抽出生徒Ａは、「まず」と「もう一つの方法は」

に印を付けた。「⑤段落を読んでごらん。」と言

うと、微生物のはたらきを利用する二つの試みが

あることに気付き、対応するのは、⑬段落の「次

に」だと印を付け、「まず」と線で結んだ。また、

⑬段落の「二つの方法」に着目し、⑮段落の「も

う一つの方法は」は、⑭段落の「第一の方法は」

と並ぶことに気付き、印を付けた（資料１）。

抽出生徒Ｂは、「まず」「次に」を線で結び、

⑤段落の二つの試み、⑬段落の「二つの方法」に

も線を付けた。さらに、⑤段落の「環境問題」に

着目し、【はじめ】の④段落にある「地球環境」

【終わり】の⑰段落にある「環境問題」に印を付

けた。机間支援の中で、「どうして『環境』に印

をつけたの？」と質問すると、「この文章は、題

名にある『微生物』がキーワードだと思うけれど、

『環境問題』という言葉が、【はじめ】【なか】【終

わり】のそれぞれのまとめの文に出てくるので、

キーワードだと思う。この文章は『微生物』と『環

境問題』の関係について述べているのだと思う。」

と説明した（資料２）。

資料２ 抽出生徒Ｂの「本文シート」

また、「シートに印を付けた言葉は、どんなと

きに役立つのかな？」という質問をしたところ、

「文章をまとめるとき」「大切な段落を見付ける

とき」という答えが返ってきた。

このように、抽出生徒Ａが【なか】のまとまり

をとらえられたことは、何度も出てくる言葉や段

落のはじめの言葉に着目した読み方ができたから

であろう。抽出生徒Ｂが「環境問題」というキー

ワードを探せたことは、接続語や指示語に着目し、

段落相互の関係を意識した読み方ができたからで

あろう。また、この活動は、次の段階で要約する

時、キーワードを意識する必要性を気付かせるこ

とにもつながった。

以上のことから、文章の内容を正確にとらえる

ために、何度も出てくる言葉や段落のはじめの言

葉、指示語や接続語などを意識して読むことによ

り、キーワードや段落相互の関係や役割に着目す

ることが重要だと再確認でき、要約する際に意識

していく必要があることに気付くことができたと

考える。
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イ 要約する力をスモールステップで身に付け

るために、「ステップアップカード」を活用する

して、意味段落を要約していく活動

全員の生徒が、【はじめ】のキーワードを「微

生物」と答えた。「ステップアップカード」を配

布し、形式段落ごとに「微生物」を文末にして要

約してみたところ、「微生物」には印を付けてい

るものの、他のキーワードが見付からず、戸惑う

生徒が、抽出生徒Ａを含め多くいた。その後、「キ

ーワードってどんな言葉かな？」という問いに、

「たくさん出てくる言葉」「題名にある言葉」「大

事そうな言葉」と答えたが、「微生物」以外のキ

ーワードに着目させるため、「大事そうって？も

っと分かりやすく答えてごらん。」と質問した。

すると、抽出生徒Ｂを含む生徒は、「一つのキ

ーワードにつながっている言葉」「短くまとめて

いる言葉」「繰り返し使われる言葉」「新しく出

てくる言葉」と答えた。「微生物」以外のキーワ

ードに印を付けてからは、ほとんどの生徒がそれ

らを組み合わせ、20字程度の要約を行えた。

②段落で、「人間の生活に害を与える微生物」

と「人間の生活に役立つ微生物」の答えが出たが、

抽出生徒Ｂは、「人間の健康や生活に害を与える

微生物もいるが」の「が」と、③段落の「このよ

うに、～微生物の働きを生活に利用してきた～」

の「このように」に着目し、「人間の生活に役立

つ微生物」が重要であると説明した。

【終わり】では、⑰⑱の各段落からキーセンテ

ンスに印を付けるよう指示し、「ステップアップ

カード」を配布した。その後、どうしてその文を

選んだかを質問したところ、「文末の表現をみる」

「『しかし』や『したがって』の接続語の後の文」

「キーワードがたくさん入っている文」「まとめ

の文は後ろの方にある」などの答えが返ってきた。

抽出生徒Ａを含め、最後の文という意識が強か

った生徒は、⑰段落のキーセンテンスを「自然の

仕組みの中で～まさにその実践の一つである。」

を選んだが、他の生徒が「具体的な例が多いのは

まとめていないからキーセンテンスではないよ。」

と説明し、「環境問題の解決には、～必要がある。」

がキーセンテンスであることに気付いた。

次に、字数制限を設けた要約を課題とした【な

か】のまとまりでは、キーワードやキーセンテン

スを意識しながら各自が要約したが、長い段落の

要約ということに抵抗感をもってしまった生徒も

いた。キーセンテンスに印は付けているものの、

なかなかキーセンテンスを探すところに至らなか

った生徒も多くいた。そこで、今までの「要約シ

ート」の記述を振り返らせ、キーワードやキーセ

ンテンスの見付け方を再度確認した（資料３）。

資料３ 「キーワードの見付け方」の板書

抽出生徒Ａは、キーセンテンスがあいまいで、

つながりの悪い文になってはいるが、キーワード

を「生分解性プラスチック」「微生物」と見付け、

自分なりに「ステップアップカード」に記述でき

た（資料４）。抽出生徒Ｂは、キーワードの「生分

解性プラスチック」「環境問題」に印を付け、そ

こからキーセンテンスを二つ探し、それらを付加

的な部分を削除して結び付けていた（資料４）。

資料４ Ａ（左）Ｂ（右）の「ステップアップカード」

「③字数を意識した要約」の第１段階

このように、①「キーワードに着目した要約」

→②「キーセンテンスに着目した要約」→③「付

加的な部分を削除しながら字数を考えた要約」と

いうように、スモールステップで要約してきたこ

とは、キーワードやキーセンテンスとは何かを小

段階的に理解でき、要約していく際の注意点を具

体的に考えることにつながったのであろう。これ

らのことによって、自分なりに着目する点を明確
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にしたので、「まずは書いてみよう」という気持

ちが抱けたのではないかと考える。

以上のことから、それぞれの意味段落の要約を

「ステップアップカード」を活用して行うことに

より、キーワードや段落相互の関係や役割を意識

し、スモールステップで要約する力を身に付ける

ことができたと考える。

ウ 文章の内容に即して的確に要約できる力を

身に付けるために、意見交流会でアドバイス

し合ったり、「ステップアップカード」を貼った

「要約シート」で学びの過程を振り返り、要約

する際の注意点を考えたりする活動

【なか】の「ステップアップカード」を基に、

意見交流会を行った（資料５）。一人一人が活動す

る場面を保証し、活発な意見交流が行えるよう３

～４人のグループにした。それぞれの「ステップ

アップカード」を提示し、「キーワードは？」「キ

ーセンテンスは？」を話題の中心として意見交流

した。多くのグループは、キーワードを「プラス

チック」「生分解性プラスチック」「環境問題」「微

生物」と挙げた。また、キーセンテンスは、⑧段

落「だが」の後、「プラスチックには～危険性が

ある。」、⑨段落「これを生分解生プラスチック

と～分解されてしまう。」、⑩段落「このように」

の後、「自然の仕組みの中で～環境問題の根本的

な解決につながっていく。」とした。

資料５ 「意見交流会の様子」

キー

センテ

ンスを

見付け

るのが

あいま

いであ

った抽

出生徒

Ａは、

意見交流会の中で、他の生徒の要約の中に「環境」

があり、「すべてのまとまりに出てくる言葉だか

ら」とアドバイスを受け、「環境」もキーワード

であることに気付いた。そして、「３つのキーワ

ードが含まれているのは⑩段落で、『このように』

があるから、この後の文がキーセンテンスだ」と

指摘することができた。

また、意見交流中の支援として、「『プラスチ

ック』と『生分解性プラスチック』という言葉が

あるけれど、どっちが大切なの？それとも両方大

切なの？」と、各グループに問い掛けたところ、

抽出生徒Ｂは、「⑧段

落の『だが』の後ろの

『プラスチックは有害

な物質を出す危険性が

ある』もキーセンテン

スとして考えた方がい

いかもしれない。」と

答え、さらに付加的な

部分を削除しながら推

敲していた（資料６）。

意見交流会で、互い

の「ステップアップカ

ード」を比較しながら、

アドバイスし合えたことは、要約する際の注意点

を具体的に考えられた上に、自分の要約をさらに

よりよいものにしようという意欲も高めることに

なったと考えられる。

まとめの学習として、今までの「ステップアッ

プカード」を「要約シート」に貼ったことを確認

し、三枚の「要約シート」をつなぎ合わせた。

資料７ つなぎ合わせた「要約シート」

つなぎ合わせたこと（資料７）で、「要約すると

き、段落同士の関係もよく分かる。」とキーワー

ドやキーセンテンス以外に気を付けることを挙げ

ることができた。また、授業の一言感想で、「『要

約シート』が一枚につながったとき、自分は頑張

ったんだなぁと感じた。」と今までの学習に対し

ての達成感を書いた生徒が多くいた。

「要約シート」の最後に空欄を設けておいたと

資料６ 抽出生徒Ｂの

「ステップアップカード」
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ころ、生徒たちから、「ここは何を書くの？」と

いう質問が出た。そこで、２つのテーマ①「要約

の秘伝を小学六年生に教えよう！」、②「他の説

明的な文章の要約をする時にも通用する秘伝をま

とめよう！」を黒板に書き、「どちらかを選んで

自分なりの言葉で、要約する注意点を書いてみよ

う」と伝えた。抽出生徒Ａを含む多くの生徒は前

者を選び、抽出生徒Ｂは後者を選んだ。

抽出生徒Ａは、「①キーワードはたくさん出て

くる言葉だよ、②キーセンテンスはキーワードが

たくさんある文だよ、～（略）」と書いた。また、

抽出生徒Ｂは、「①たくさん出てくるキーワード

には印を付け、その後段落のはじめの接続語に注

意しよう！ ②まとめる時は具体的な例はカット

しよう！ ③【はじめ】【なか】【終わり】に共

通して出てくる語句は大事なので注意しよう！～

（略）」とまとめていた。

資料８ 「秘伝をまとめる生徒の様子」

生徒

の学び

によっ

て、さ

まざま

な「秘

伝」が

出され

たが、

各自が

考えた「秘伝」を「２人の交流→グループの交流

→一斉授業（資料８）」と広げていく中で、さらに

「秘伝」を増やすことができた生徒が多かった。

また、文末を統一したり、工夫したりすることで、

注意する内容を熟考することにもつながった。

授業後の感想では、抽出生徒Ａは、「要約する

のはやっぱり難しかった。でも何回もやっている

うちにキーワードの見付け方が分かってきたよう

な感じがしたのでよかった。私も少しは要約がで

きるかもしれないと思った。」と、抽出生徒Ｂは、

「今までなんとなくやっていたキーワード探しや

接続語を注意することが要約するためにちゃんと

意味のあることだと理解できた。ずばり筆者の伝

えることが要約できたときはとてもうれしかっ

た。次は文章全体に挑戦したい。」と述べた。

今までの学びを振り返らせながら、要約する際

に今まであいまいになってしまっていた注意点

を、相手意識を明確にして、一般化させていった

ことは、教材文の内容理解中心の授業から脱する

ことになった。教科書以外の説明的な文章を要約

する際にも通じる方法を身に付けたということ

は、説明的な文章の学習に対する苦手意識を少な

くすることにもつながったであろうと考える。

以上のことから、意見交流会でアドバイスし合

ったり、「ステップアップカード」を貼り合わせ

た「要約シート」を活用して、学びの過程を振り

返り、要約する際の注意点を考えたりしたことに

より、文章の内容に即して的確に要約できる力を

身に付けることができたと考える。

Ⅲ 研究のまとめ

１ 成果

○ 接続語や指示語、何度も出てくる言葉につい

て、「本文シート」に印を付けていくことは、

それらの語句に着目しやすくなるため、キーワ

ードやキーセンテンスを探す手掛かりとなっ

た。また、要約する際に、それらの言葉を意識

することにつながっていた。

○ 意見交流会で「ステップアップカード」を互

いにアドバイスし合ったことは、今までの「要

約シート」や「ステップアップカード」を参考

に、スモールステップの学びが再確認できたと

ともに、具体的なアドバイスを交わせたことに

より、さらによい要約にしていこうという意欲

も高めることができた。

２ 課題

○ 意見交流会や一斉授業の中で、少人数の生徒

の考えが取り上げられなかった場面があり、生

徒への的確な支援という点で課題が残った。今

後は様々な学習形態における効果的な支援の方

法について研究していきたい。

（担当指導主事 村田 伸宏）

Ｗｅｂ検索キーワード

【国語―中 説明的な文章 読むこと 要約

キーワード 文章構成】
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